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す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
使
っ
て
い

る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機

能
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
（
上
）

を
読
み
取
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
友
だ
ち
追
加
画
面
に
推

移
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
友

だ
ち
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

で
は
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ

イ
ン
）
」
の
公
式
ア
カ

ウ
ン
ト
を
取
得
し
ま
し

た
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
機
能
を
通
じ
て

み
な
さ
ん
に
行
事
の
ご

案
内
な
ど
組
合
に
か
か

わ
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
提

供
を
行
な
っ
て
い
き
ま

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
友
だ
ち
登
録

    　
大
建
労
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
開
設

大建労
ＱＲコード

　

税
金
・
労
災
な
ど
未
加
入
者
へ
Ｐ
Ｒ
を

　

た
だ
今
春
の
拡
大
月
間（
仲
間
を
増
や
す
）。身
近
な
新
入

職
者
や
税
金
申
告
・
労
災
保
険
加
入
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
組

合
未
加
入
者
の
方
を
、ぜ
ひ
支
部
ま
で
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

組
合
で
は
組
合
員
数
２
％
増
を
目
標
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
国
保
予
算
２
６
４
９
・
４
億
円
に

能
登
大
地
震（
い

や
大
震
災
か
）か

ら
２
ヵ
月
、復
旧
・

復
興
の
ス
ピ
ー
ド

が
鈍
く
、情
報
に

い
ら
立
つ
こ
と
多
々
。今
、仮

設
住
宅
の
建
設
に
知
恵
を
絞

る
時
だ
。場
所
が
な
い
と
い

う
が
、能
登
里
山
空
港
は
ど

う
だ
。あ
そ
こ
な
ら
か
な
り

の
軒
数
が
立
つ
と
。で
き
る

か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、国

民
一
人
一
人
が
知
恵
を
結
集

し
、困
難
を
乗
り
越
え
る
こ

と
が
今
必
要
な
の
だ
▼
今
回

の
地
震
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て

批
判
が
行
政
に
向
け
ら
れ
て

い
る
。07
年
の
能
登
半
島
地

震
を
う
け
14
年
、政
府
の
有

識
者
会
議「
日
本
海
に
お
け

る
大
規
模
地
震
に
関
す
る
調

査
検
討
会
」の
報
告
書
が
出

た
。能
登
半
島
北
方
沖
で
Ｍ

ｗ
７
・
６（
＝
Ｍ
８
・
１
）の
地

震
を
見
立
て
た
。県
は
こ
れ

を
考
慮
し
、地
域
防
災
計
画

の
津
波
災
害
対
策
編
を
見
直

し
た
。し
か
し
、計
画
の
地
震

災
害
対
策
編
で
は「
能
登
半

島
北
方
沖
で
Ｍ
８
・
１
」を
盛

り
込
ま
ず
、97
年
度
公
表
の

想
定
、死
者
７
人
、建
物
全

壊
１
２
０
棟
、避
難
者
数
約

２
７
８
０
人
の
ま
ま
と
し

た
。こ
ん
な
こ
と
が
許
さ
れ

る
の
か
▼
結
果
的
に
は
今

回
、被
害
想
定
が
で
き
て
い

な
い
た
め
初
動
が
遅
れ
る
。

正
確
な
情
報
も
集
ま
ら
ず
、

自
衛
隊
の
救
援
も
含
め
人
手

確
保
が
で
き
な
い
。全
て
が

後
手
に
回
っ
て
し
ま
っ
た
。

古
い
想
定
を
更
新
し
な
か
っ

た
時
期
は
、金
沢
に
新
幹
線

が
延
伸
、企
業
や
観
光
客
の

呼
び
込
み
に
知
事
は
余
念
が

な
か
っ
た
と
い
う
。現
知
事

は
発
災
後
２
週
間
現
地
へ
馳

せ
参
じ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。地
方
自
治
の
基
本
は
、何

よ
り
も
住
民
の
命
を
守
る
こ

と
で
あ
る
。

【
全
建
総
連
発
】

　

社
会
保
障
関
係
費
は
高
齢

化
の
進
展
に
伴
う
自
然
増
な

ど
で
約
三
七
兆
四
二
〇
〇
億

円
と
過
去
最
大
を
更
新
し
ま

し
た
。
ま
た
、
税
収
は
約
六

九
兆
六
一
〇
〇
億
円
と
過
去

最
大
の
増
収
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
国
保
組
合

予
算
総
額
は
二
六
四
九
・
四

億
円
（
二
〇
二
四
年
度
当
初

予
算
比
五
五
・
九
億
円
減
）

と
な
り
ま
し
た
。
二
〇
二
四

年
度
予
算
案
で
は
様
々
な
要

因
の
影
響
を
適
正
な
数
字
で

見
込
ま
せ
、
現
行
補
助
水
準

確
保
の
到
達
の
見
通
し
を
築

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
厚

労
省
で
は
予
算
編
成
の
特
徴

に
つ
い
て
、
①
国
保
組
合
の

被
保
険
者
数
を
二
・
八
％
減

の
二
五
六
万
人
（
前
年
度
二

六
三
・
三
万
人
）
と
積
算
、

②
医
療
費
の
伸
び
は
、
概
算

要
求
時
一
・
四
％
増
か
ら
、

一
人
あ
た
り
医
療
費
を
二
一

万
九
八
一
七
円
（
前
年
度
比

四
七
六
六
円
増
、
二
・
二
％

増
）
と
積
算
。
被
保
険
者
数
、

医
療
費
等
含
め
、
健
康
補
助

水
準
確
保
の
見
通
し
は
で
き

て
い
る
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
定
率
補
助
は
被
保

険
者
数
の
減
少
の
一
方
で
特

定
保
険
者
数
の
増
加
、
医
療

費
の
伸
び
で
は
、
診
療
報
酬

改
定
（
〇
・
八
八
％
増
）
、

薬
価
等
改
定
（
一
・
〇
％

減
）
や
後
期
高
齢
者
医
療
の

支
援
金
増
の
影
響
に
加
え
て
、

二
〇
二
二
年
所
得
調
査
の
結

果
に
基
づ
い
た
平
均
課
税
所

得
の
変
更
に
よ
り
全
体
と
し

て
五
八
・
五
億
円
減
の
一
五

〇
四
・
三
億
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
調
整
補
助

金
は
医
療
費
の
影
響
を
受
け

て
二
〇
二
三
年
度
予
算
比
で

一
・
一
億
円
増
の
一
〇
五

九
・
七
億
円
を
計
上
し
て
い

る
の
が
特
徴
で
す
。

　

社
会
保
障
関
係
費
に
つ
い

て
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
の

情
勢
で
は
、
財
務
省
財
政
審

の
予
算
編
成
に
関
す
る
建
議

（
十
一
月
二
十
日
）
で
は
、

社
会
保
障
分
野
全
般
に
お
い

て
、
全
世
代
社
会
保
障
の
推

進
を
求
め
給
付
の
柳
制
を
通

じ
て
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
確
保

を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
情
勢
下
で
の
裁

量
的
経
費
削
減
の
厳
し
い
査

定
の
中
、
高
額
医
療
費
共
同

事
業
補
助
金
で
は
、
概
算
要

求
時
の
増
額
要
求
を
背
景
に

四
・
七
億
円
増
の
三
七
・
六

億
円
を
確
保
。
特
定
健
診
等

補
助
金
は
〇
・
一
億
円
増
の

五
・
九
億
円
と
、
健
康
補
助

水
準
確
保
の
見
通
し
を
築
き

ま
し
た
。

　

二
〇
二
四
年
度
建
設
国
保

予
算
確
保
の
た
た
か
い
で
は
、

七
月
と
十
一
月
に
は
予
算
要

求
中
央
総
決
起
大
会
及
び
デ

モ
行
進
を
行
い
、
私
た
ち
の

要
求
を
国
民
に
ア
ピ
ー
ル
し

ま
し
た
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
と
保
健
所
の
一

体
化
に
よ
る
保
険
証
廃
止
に

対
し
、
保
健
証
交
付
存
続
を

求
め
る
署
名
に
取
り
組
み
、

十
月
五
日
に
は
厚
労
省
伊
原

保
険
局
長
に
五
〇
万
七
二
三

九
筆
の
署
名
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

各
県
連
・
組
合
で
は
、
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
や
集
会
、
地

元
国
会
議
員
要
請
行
動
等
に

つ
い
て
、
組
合
役
員
を
先
頭

に
組
合
員
・
家
族
の
ご
協
力

に
よ
り
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
全
国
の
仲
間

の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

全
建
総
連
は
今
後
も
国
保

組
合
の
育
成
・
強
化
、
現
行

補
助
水
準
確
保
の
運
動
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
く
決
意
で

す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

政
府
は
二
〇
二
三
年
十
二
月
二
十
二
日
、
二
〇
二
四
年
（
令
和
六
年
）
年
度
予
算
案

を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
総
額
は
約
一
一
二
兆
七
〇
〇
億
円
と
二
〇
二
三
年

度
当
初
予
算
一
一
四
兆
三
八
一
二
億
円
を
下
回
り
減
額
と
な
り
ま
す
が
、
二
年
連
続
で

一
一
〇
兆
円
を
超
え
る
規
模
と
な
り
ま
す
。

仲
間
の
力
で
勝
ち
取
る

大建労ペンびらきweb参加の様子

【
主
婦
の
会
・
松
本
千
恵
子
】

　

令
和
六
年
一
月
十
三
日

（
土
）
本
部
主
婦
の
会
・
新

年
会
が
道
頓
堀
ホ
テ
ル
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
四
支
部
、

本
部
書
記
、
来
賓
を
含
む

二
十
八
名
の
参
加
で
し
た
。

　

十
二
時
開
幕
で
賑
や
か
な

会
食
が
始
ま
り
、
年
明
け
で

参
加
さ
れ
た
各
支
部
の
主
婦

の
会
の
女
性
は
、
と
て
も
元

気
で
し
た
。

　

料
理
が
出
る
た
び
に
満
面

の
笑
み
で
会
話
が
弾
み
和
や

か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

役
員
が
考
え
た
テ
ー
ブ
ル

ゲ
ー
ム
が
始
ま
り
と
て
も
楽

し
い
時
間
が
流
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
年
の
「
一

字
」
を
書
い
て
抱
負
、
思

い
、
願
い
等
を
語
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

十
二
時
か
ら
始
ま
っ
た
新

年
会
は
、
あ
っ
と
言
う
間
に

終
わ
り
、
出
て
来
た
料
理
も

残
す
こ
と
も
な
く
主
婦
の
会

の
パ
ワ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

　

終
了
後
、
皆
さ
ん
笑
顔
の

写
真
撮
影
で
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。　

主
婦
の
会
・
新
年
会

【
守
口
・
堀
江
奏
由
】

　

二
十
年
ほ
ど
前
、
設
計
事

務
所
で
の
出
来
事
。
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
設
計
士
の
先

生
が
、
手
に
し
た
カ
メ
ラ
付

き
携
帯
電
話
を
見
せ
、
少
し

興
奮
し
た
様
子
で
「
現
場
で

撮
っ
た
写
真
は
す
ぐ
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
工
事

関
係
者
に
送
る
こ
と
が
で
き

る
ん
で
す
よ
。
そ
の
場
で
打

合
せ
も
で
き
る
ん
で
す
よ
、

す
ご
い
で
し
ょ
う
」
。

　

そ
の
頃
は
、
写
真
を
撮
っ

て
現
像
し
て
プ
リ
ン
ト
し
て

の
手
順
が
あ
た
り
前
で
し
た

の
で
、
何
か
す
ご
い
こ
と
に

な
っ
た
な
と
感
じ
た
の
を
覚

え
て
い
ま
す
。

　

ネ
ッ
ト
の
世
界
は
そ
れ
ど

こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す

ね
。
二
〇
二
四
年
一
月
十
九

日
の
今
日
、
も
っ
と
進
化
し

た
技
術
「
テ
レ
ビ
電
話
」
を

利
用
し
て
自
宅
に
居
な
が
ら

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
「
ペ
ン
開

き
」
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

木
造
高
層
ビ
ル
や
３
Ｄ
プ
リ

ン
ト
住
宅
な
ど
新
技
術
や
技

法
が
加
速
し
て
い
ま
す
。
建

設
の
未
来
は
ど
う
な
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。
職
人
の

仕
事
環
境
は
ど
う
な
っ
て
い

く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
こ
こ
で
、
初
夢
を
ご

披
露
。
【
二
〇
三
〇
年
春
、

建
設
職
人
減
少
と
ど
ま
る
と

こ
ろ
を
知
ら
ぬ
中
、
と
あ
る

建
設
現
場
で
職
人
が
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
ー
を
操
作
し
て
住
宅

を
建
設
中
】

人
手
不
足
は
未
来
を
変
え
る
？
教宣部

ペンびらき
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持続化給付金の申請サポート会も開催しました

　

共
済
制
度
は
組
合
員
同
士

の
助
け
合
い
に
よ
っ
て
成
り

立
つ
給
付
制
度
。掛
金
は
月

４
百
円
で
組
合
費
に
含
む
。

■
給
付
内
容

・
結
婚
祝（
本
人
）、出
産
祝

（
本
人
・
配
偶
者
）、成
人
祝

（
本
人
）
…
１
万
５
千
円

・
就
学
祝（
子
ど
も
の
小
学
校

入
学
時
）
…
１
万
５
千
円

・
傷
病
見
舞
給
付

・
火
災
見
舞
…
３
万
円

・
風
水
害
見
舞
…
５
千
円
ま

た
は
３
万
円

・
組
合
行
事
で
の
組
合
事
故

見
舞
い
給
付

・
死
亡
給
付（
本
人
）
…
３
万

～
30
万
円

・
配
偶
者
、家
族
死
亡
給
付

・
老
齢
脱
退
、脱
退
給
付
な
ど

※
給
付
に
は
、事
由
発
生
１

年
以
内
の
申
請
が
必
要（
脱

退
・
老
齢
脱
退
給
付
除
く
）で

あ
り
、組
合
費
の
完
納
な
ど

条
件
が
あ
り
ま
す
。組
合
費

滞
納
に
ご
注
意
を
。

 

月
４
百
円
の
助
け
合
い

   

組
合
共
済
で
各
種
給
付
金
が
組合費滞納
にご注意を

•••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

未
加
入
者
に

伝
え
て
下
さ
い

　

大
阪
建
設
労
働
組
合

（
だ
い
け
ん
ろ
う
）
は

建
設
現
場
で
働
く
み
な

さ
ん
の
た
め
の
組
合
で

す
。

　

全
国
で
62
万
人
以

上
、
大
阪
で
１
万
２
千

人
の
仲
間
が
加
入
し
て

い
る
、
建
設
労
働
者
の

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守

る
、
一
人
で
も
入
れ
る

労
働
組
合
で
す
。

　

組
合
員
を
増
や
し
、

地
域
や
自
治
体
へ
の
影

響
力
を
強
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
事
や
く
ら

し
を
よ
く
す
る
制
度
、

政
策
な
ど
を
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

春
秋
に
は
仲
間
を
増

や
す
組
織
拡
大
月
間
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
身
近
な
建

設
現
場
で
働
く
組
合
未

加
入
の
方
々
に
、
ぜ
ひ

「
だ
い
け
ん
ろ
う
」
の

存
在
を
伝
え
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

が
集
う「
青
年
部
」で
は
ス

キ
ー
・
ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
に
野

球
大
会
や
子
ど
も
た
ち
と
参

加
で
き
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
開
催
。

　

女
性
組
合
員
や
配
偶
者
で

組
織
す
る「
主
婦
の
会
」で
も

ハ
イ
キ
ン
グ
、手
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
楽
し
い
催

し
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
70
歳
以
上
の
シ
ル

バ
ー
世
代
を
対
象
に
し
た

「
悠
生
会
」も
楽
し
い
交
流
会

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

家
族
で
参
加
で
き
る
体

育
祭
や
魚
釣
り
大
会
、若
者

■
お
得
な
制
度

・
ニ
ッ
ポ
ン
レ
ン
タ
カ
ー
と

提
携
、「
ワ
ン
デ
イ
ク
ー
ポ

ン
」が
利
用
で
き
ま
す
。

・
提
携
店（
大
建
労
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）で
組
合
員

証
を
提
示
す
れ
ば
サ
ー
ビ
ス

や
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
こ
く
み
ん
共
済
Ｃ
Ｏ
Ｏ

Ｐ（
全
労
済
）の
共
済
制
度　

火
災
共
済
、交
通
共
済
、マ
イ

カ
ー
共
済
な
ど
。

■
ろ
う
き
ん
提
携
ロ
ー
ン

　

住
宅
ロ
ー
ン
や
カ
ー
ラ
イ

フ
ロ
ー
ン
、教
育
ロ
ー
ン
や

不
意
の
出
費
に
対
応
す
る

「
マ
イ
プ
ラ
ン
」ほ
か
、施
主

向
け
の
住
宅
ロ
ー
ン
も
。

全
労
済
・
労
金
や

お
店
と
も
提
携

青
年
・
シ
ル
バ
ー

女
性
交
流
の
場
も

　

２
０
２
４
・
３
・
１

自
筆
証
書
遺
言
の

保
管
制
度

（
問
）

　

自
筆
証
書
遺
言
を
作
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

自
宅
で
保
管
す
る
以
外

に
、
何
か
方
法
は
あ
る
で

し
ょ
う
か
。

（
答
）

　

遺
言
書
保
管
法
に
基
づ

く
保
管
制
度
の
利
用
が
考

き
で
保
管
を
依
頼
す
れ

ば
、
遺
言
書
保
管
所
が
原

え
ら
れ
ま
す
。

　

本
人
が
、
封
を
し
て
い

な
い
自
筆
証

書
遺
言
を
遺

言
書
保
管
所

（
法
務
局
）

に
持
参
し
、

所
定
の
手
続

れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
自
筆
証
書

本
を
保
管
す
る
と
と
も

に
、
画
像
が
デ
ー
タ
化
さ

が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
遺
言
書
保
管

遺
言
は
家
庭
裁
判
所
の
検

認
手
続
き
が
必
要
で
し
た

が
、
遺
言
書

保
管
所
が
保

管
す
る
遺
言

書
は
検
認
が

不
要
で
あ
る

と
い
う
利
点

所
は
、
遺
言
の
内
容
に
関

す
る
相
談
に
は
応
じ
て
く

れ
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
き
づ

が
わ
共
同
法
律
事
務
所
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

部
）
佐
々
木
浩
幸
様
、
（
豊

中
支
部
）
朝
野
有
一
様
、

（
門
真
支
部
）
古
竹
典
恵

様
・
北
川
美
和
様　

二
十
名

に
な
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

愼
祐
様
・
谷
口
富
生
様
・
谷

本
弘
様
・
東
野
寛
様
、
（
池

田
支
部
）
淺
原
孝
雄
様
、

（
松
原
支
部
）
今
西
瑞
穂

様
・
玉
置
拓
様
、
（
泉
佐
野

支
部
）
二
見
啓
介
様
、
（
吹

田
支
部
）
山
下
佳
純
様
・
山

下
真
紀
子
様
、
（
羽
曳
野
支

　

例
：
（
支
部
）
名
前

（
東
成
支
部
）
谷
口
進
様
、

（
港
支
部
）
竹
原
万
ち
代

様
、
（
東
淀
川
）
須
川
恭
子

様
、
（
守
口
支
部
）
森
本
信

昭
様
・
村
中
京
子
様
、
（
堺

支
部
）
成
田
嘉
昭
様
・
吉
見

クロスワードパズル
当選者

正解・・シメカザリ

【
植
田
正
治
青
年
部
長
】

　

一
月
に
青
年
部
旗
び
ら
き

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
旗
び
ら
き
と
し
て

は
二
十
九
人
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、毎

年
行
っ
て
い
る
中
で
も
、数

年
ぶ
り
に
こ
れ
ほ
ど
の
方
々

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
も
参
加
者
同
士
で
仕

事
の
話
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の

こ
と
等
で
会
話
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
様
子
も
見
る
こ

と
が
で
き
、と
て
も
良
か
っ

た
で
す
。

　

ま
た
、毎
年
行
っ
て
い
る

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
も
行
い
、期

待
し
て
い
た
景
品
が
当
た
っ

た
方
や
ビ
ッ
ク
リ
す
る
景
品

を
当
て
ら
れ
た
方
等
、楽
し

ん
で
い
た
だ
け
た
様
子
で
し

た
。

　

今
回
思
う
よ
う
な
景
品
が

当
た
ら
な
か
っ
た
方
々
！
次

回
開
催
の
時
に
は
リ
ク
エ
ス

ト
さ
れ
た
景
品
が
当
た
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。ご
参
加
頂

い
た
方
々
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

青
年
部
・
旗
び
ら
き

西成区の通称「釜ヶ崎銀座通
り」（紀州街道）では2023年
11月、根上がり、歩道幅の確
保などを理由に、コブシ35本
が残らず撤去された

▼市内あちこちの通りで長らく
低木が伸び放題だった（2023
年７月、阿倍野区の阪神高速松
原線側道）

　

大
阪
市
の
「
公
園
樹
・
街

路
樹
の
安
全
対
策
事
業
」

は
、
樹
勢
が
衰
え
た
り
、
安

全
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な

公
園
樹
・
街
路
樹
を
伐
採
し

植
え
替
え
る
と
い
う
も
の
。

総
事
業
費
は
23
年
度
ま
で
に

55
億
円
。

　

西
成
区
萩
之
茶
屋
「
釜

ヶ
崎
通
り
」
の
コ
ブ
シ
35
本

が
23
年
11
月
、
１
本
残
ら
ず

撤
去
さ
れ
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
発
表
や
貼
り
紙
で
は
周
知

と
は
言
え
ず
、
地
域
住
民
は

寝
耳
に
水
、
み
な
怒
り
心
頭

だ
と
い
う
。
住
民
に
相
談
な

く
、
ず
さ
ん
な
評
価
で
伐
採

し
た
こ
と
を
、
萩
之
茶
屋
ま

ち
づ
く
り
拡
大
会
議
は
市
建

設
局
に
猛
抗
議
。
植
え
替
え

は
サ
ル
ス
ベ
リ
４
本
の
み
の

計
画
を
、
22
本
復
活
、
９
本

植
え
替
え
の
計
31
本
に
押
し

返
し
た
。

　

市
民
団
体
「
大
阪
市
の
街

路
樹
撤
去
を
考
え
る
会
」
が

23
年
９
月
、
伐
採
予
定
の
樹

木
の
一
部
を
樹
木
医
に
鑑
定

し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
安

全
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な

も
の
は
17
％
し
か
な
い
と
い

う
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
ス
ギ
は
浅
根

性
で
あ
る
こ
と
だ
け
を
理
由

に
健
全
な
木
も
撤
去
し
て
い

る
が
、
こ
ん
な
措
置
は
国
内

外
で
例
が
な
く
科
学
的
合
理

性
を
欠
く
、
と
樹
木
医
は
指

摘
し
て
い
る
。

　

「
街
路
樹
撤
去
を
考
え
る

会
」
の
働
き
か
け
や
住
民
の

が
あ
る
、
と
井
上
市
議
は
指

摘
し
、
住
民
参
加
で
押
し
返

そ
う
と
呼
び
か
け
た
。

声
に
よ
り
、
伐
採
を
再
検
討

さ
せ
る
成
果
が
出
て
い
る
。

同
会
は
12
月
、
大
阪
市
議
会

に
対
し
伐
採
の
延
期
と
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策
の
目
標

達
成
を
求
め
る
陳
情
書
を
提

出
し
た
。

　

街
路
樹
な
ど
の
維
持
管
理

は
恒
常
的
に
や
る
も
の
で
、

期
間
限
定
で
伐
採
す
る
も
の

で
は
な
い
、
と
大
阪
市
会
議

員
の
井
上
浩
氏
は
、
大
阪
か

ら
公
害
を
な
く
す
会
な
ど
３

市
民
団
体
の
緊
急
学
習
会

（
24
年
１
月
16
日
）
で
主
張

し
た
。

　

専
門
家
の
判
断
も
覆
す
よ

う
な
建
設
局
の
一
方
的
な

「
総
合
的
判
断
」
で
伐
採
す

る
の
は
根
幹
に
予
算
の
問
題

　

「
安
全
対
策
事
業
」
と
は

別
に
、
公
園
樹
・
街
路
樹
の

維
持
管
理
の
予
算
は
こ
こ
10

年
、
毎
年
10
億
円
前
後
計
上

さ
れ
て
い
る
。
人
件
費
な
ど

が
上
が
る
な
か
、
剪
定
・
刈

り
込
み
の
規
模
が
縮
小
傾
向

に
あ
る
。
近
年
、
公
園
や
街

路
の
樹
木
や
雑
草
が
見
苦
し

い
ほ
ど
伸
び
放
題
に
な
っ
て

い
た
。
18
年
の
台
風
21
号
で

倒
木
が
多
数
発
生
し
た
の
を

機
に
、
市
は
一
挙
に
切
っ
て

し
ま
え
ば
、
維
持
管
理
の
コ

ス
ト
削
減
に
な
る
と
考
え
た

の
で
は
な
い
か
。

　

１
９
６
４
年
の
「
緑
化
百

年
宣
言
」
を
機
に
市
が
緑
化

に
取
り
組
み
営
々
と
育
て
て

き
た
樹
木
は
、
大
切
な
公
共

物
。
緑
の
乏
し
い
大
阪
市
で

は
１
本
１
本
が
貴
重
で
あ

る
。
剪
定
な
ど
に
必
要
な
予

算
を
確
保
し
て
、
日
常
的
な

手
入
れ
を
怠
ら
な
い
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。

　

大
阪
市
は
「
公
園
樹
・
街
路
樹
の
安
全
対
策
事
業
」

と
し
て
18
～
24
年
度
、
約
１
万
９
千
本
の
伐
採
を
進
め

て
い
る
。
切
る
必
要
の
な
い
木
も
伐
採
す
る
「
木
を
切

る
改
革
」
に
市
民
か
ら
待
っ
た
の
声
が
上
が
っ
て
い

る
。 １

・
９
万
本
伐
採
に
、
待
っ
た
の
声

予
算
確
保
し
て
手
入
れ
怠
る
な

住
民
に
相
談
な
く

貴
重
な
公
共
物

青年部参加のみなさん


